
その他関連する事業 ―７個所 9百万円 9百万円

長野県都市公園リニューアル事業 （事業区分：都市公園事業）

【現状】
・県が管理する都市公園の機能を維持し、有効に活用していくために、長寿命化計画を

策定する必要がある。
・駒場公園、飯田運動公園、松本平広域公園では、経年とともに利用者のニーズに対応
できなくなった施設や、機能が不足している設備がある。

・駒場公園のプールは約２５年前に建設された施設であり、バリアフリー化がされておら
ず、また、給排水設備・衛生設備をはじめとした施設の老朽化が著しい。

【課題】
・社会資本ストックの有効活用を図るため、長寿命化計画の策定を行い、計画に基づい

た適切な維持管理が求められている。
・より多くの人に公園施設を満足して利用してもらうため、利用者のニーズの把握が必要
である。

・駒場公園のプールは、健康増進や身障者のリハビリなど、低価格で利用できる施設と
して幅広く利用されており、より使いやすい施設となるよう利用者の声を反映したバリ
アフリー化が必要である。

長野県で管理している７箇所の都市公園について、将来を見据えた維持管理と社会資本
ストックの有効活用を図るため、長寿命化計画を策定するとともに、現代社会のニーズに
対応した施設のリニューアル改修（再整備）や改築・更新を行い、誰もが使いやすい県都市
公園とその活性化を目指す。

１．長野県の現状と課題

２．計画の目標

【計画の期間】 平成22年度～平成24年度（３年間）
【事業実施主体】 長野県

【計画の成果目標】

※１の目標値についてはH24末での最終目標値

【事業の主な内容】

基 幹 事 業 ：プールリニューアル改修、公園施設バリアフリー化 １個所（駒場公園）
効 果 促 進 事 業：公園利用促進事業 ３個所（駒場公園、飯田運動公園、松本平広域公園）
その他関連する事業 ：県公園の長寿命化計画策定 ７個所（７公園）

３．事業の内容

【箇所数と事業費】

【目標値の達成状況】

※2については、H24の中間目標値と実績値

５．評価と今後の方針
・公園施設の利用者の増加により、都市公園の活性化が図れたとともに、利用者の健康
増進に寄与したものと評価できる。

・策定した長寿命化計画に基づき、適切に維持管理を行っていく。

■事業効果の発現状況
・公園施設の長寿命化計画を策定した結果、施設の劣化状況、改修の必要性・必要時
期等が明らかになり、計画的な修繕計画の立案ができた。

・公園施設の利用促進事業の実施の結果、施設の年度利用者がH21実績数に対し37
％増加し、都市公園の活性化が図られたものと評価できる。
・駒場公園のプールのリニューアル改修及び利用者の声を反映したバリアフリー化を
行った結果、利用者の増加となり、利用者の利便性の向上が図れたものと評価できる。

４．事後評価の結果

※1 事業費は精算額としているため、整備計画の事業費とは合わない場合があります
※2 合計事業個所の４個所については、駒場公園、飯田運動公園、松本平広域公園の３公園である

計画の成果目標 H21末（現況値） H25（目標値）

長寿命化計画策定が完了した公園数 ０個所 ７個所

都市公園有料施設の年度利用者数 669,320人 709,479人 ※1

駒場公園プールの年度利用者数 36,314人 38,130人 ※1

計画の成果目標 H25（目標値） H25（実績値）

長寿命化計画策定が完了した公園数

都市公園有料施設の年度利用者数 ※2

駒場公園プールの年度利用者数 ※2

７個所

916,347人

38,130人

７個所

709,479人

46,787人
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７個所
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―３個所 ３個所80百万円 80百万円

― ―関連社会資本整備事業

（参考）

プール改修完了



長野県都市公園リニューアル事業 （事業区分：都市公園事業）

事例① 都市公園事業（佐久市 駒場公園）

整備効果事例

整備前 整備後

施設入口まで高低差があり
身体が不自由な方は使いにくい

スロープを新設することで
誰もが使いやすく改善

整備前 整備後

障がい者用駐車スペースは
あるが、移動がしにくい

園路を切り下げ、障がい者が
利用しやすいように整備

整備前

整備後

プールの水槽の塗装が劣化
水槽の塗装を改修

階段を新たに設置（室内）

箇所名：
駒場公園（佐久市）

室内プール入口 障がい者用駐車場

室内プール

駐車場：バリアフリー改修

プール：リニューアル改修
バリアフリー改修

屋外プール



長野県都市公園リニューアル事業 （事業区分：都市公園事業）

事例② 飯田運動公園利用促進事業（飯田市） 事例③ 松本平広域公園利用促進事業（松本市）

整備効果事例

整備前 整備後

ブルペンがないため投手の
ウォーミングアップができない

１・３塁側芝生スタンドの
一部をブルペンに改修

箇所名：
飯田運動公園（飯田市）

整備後

ニーズに合わせ競技用設備を更新
（設備の計測精度が悪いと記録が認められない場合がある）

箇所名：
松本平広域公園（松本市）

野球場：ブルペン設置

フィールド表示器 超音波風速計

陸上競技場：競技設備更新

野球場ブルペン


